
書 評 ●山崎　章郎（ケアタウン小平クリニック）

medicina vol.46 no.10 2009-10   1697

生きるための緩和医療
有床診療所からのメッセージ

編：伊藤　真美，土本　亜理子

A5　頁 304　2008年
定価 2,310円（本体 2,200円＋税 5％）
［ISBN978‒4‒260‒00653‒8］医学書院刊

明るい悪戦苦闘ぶりが面白い
いささか意表を突かれた本であった．書名から
伝わってくる第一印象は，誠実に地域の有床診療
所で緩和医療に取り組んでいる人々からの，真摯
な問題提起が詰まった本なのではないか，つまり，
よく理解できるけれども，問題の重さゆえに，読
むほうの気分も重くなってしまうような本なので
はないか，ということだったからである．そう覚
悟して読んでみた．しかし，まず筆者が一読して
感じたことは，この本は面白いということであっ
た．有床診療所という入院施設でもあるのに，病
院や緩和ケア病棟とはかけ離れて安い，まるで格
安ビジネスホテルか民宿並みの入院費しか認めら
れていない医療施設で，しかし質の高い緩和ケア
を提供しようと悪戦苦闘している人々の奮闘ぶり
が，5つのそれぞれに個性的で味のある物語とし
て展開されているからである．が，悪戦苦闘して
いるのに，決して暗くもなく，明るい希望すら感
じるのである．居直っているようにも見えるが，
確信してその苦労を楽しんでいるようでもある．
はらはらどきどきもするが，わくわくするような
面白さが伝わってくるのである．
そのような観点から言えば，本書の書名は「5
人の侍」の方がふさわしかったかも知れないと思

った．読後に黒澤明監督の映画「7人の侍」を思
い出し，本書に登場する，個性に満ちた 5人の医
師を「5人の侍」と表現してもよいのではないか
と思ったからである．野盗の悪逆非道に蹂躙され
ていた村人が，その窮状を知った 7人の侍の応援
を得て，犠牲を払いつつも，野盗に勝利し，自立
し，人間の尊厳を回復していく物語は，緩和ケア
を求めつつもなかなか得られない人々に，不十分
な制度にも関わらず，時には身銭を切り，赤字を
覚悟しながらも，それらの人々のニーズに応えよ
うとする 5つの診療所の物語と，その底流で共通
するものがある．それはどんな困難にあっても，
不公正や不条理に対して，やむを得ないとあきら
めることなく立ち向かう勇気，あるいは人間性に
対する信頼とでも言うべきものなのかも知れな
い．でも，こんなことを書くと，そんなに肩肘張
っていませんよと，軽くいなされそうでもある．
それは読めば分かる．だから面白い本になってい
るのだ．
一筋の希望としての「有床診療所の緩和ケア」
しかしながら，本筋に戻れば，がん対策基本法

の施行以来，中身を伴わない緩和ケアという言葉
が，津波のように襲ってきている現在にあって，
本書に登場する有床診療所の在り様は，一筋の希
望でもある．著者たちも主張しているように，緩
和ケアに取り組む有床診療所は，その存続が無理
なく可能であるように，医療保険制度上の見直し
は急務であると考える．厚労省の皆さんには，本
書を熟読のうえ，善処を望むものである．
さて最後に，再び書名であるが，緩和医療では

なく，緩和ケアと表現されるべきではなかったの
か．緩和医療は緩和ケアの一部なのであり，著者
たちの取り組みは緩和ケアと表現されてこそふさ
わしいと考えるからである．
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